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歴史的典籍ＮＷ 事業の目標と現在
■期間: 2014-2023
■Goals:
(1)３０万点の画像データの作成 TIFF保存/JPEG公開

⇒あらゆる分野の古典籍の全冊画像をWeb公開
（研究の基盤構築＝新日本古典籍総合DB）

(2) 国際共同研究ネットワークの構築

(3) 国際共同研究の推進 異分野融合研究・総合書物学など

国の目指す方向！

現状：95,000点を本年度末に公開
（約1,250万コマ以上の画像）

・書誌データ：約60万点以上
・Tag付与数：約30万タグ



画像DB 新日本古典籍総合データベース
3つの視点から検索

①書誌検索
②画像タグ
③テキスト

http://kotenseki.nijl.ac.jp
/

「能役者」でのタグ検索例
Tag Search

Top Page

研究者コミュニティの協力
タグへの指針：高度専門員制度

撮影典籍の提供

Viewer

ダウンロードボタン

拡大縮小
上下左右の移動

１ヶ月あたり３０万ページビュー
（目録ＤＢと併せて）



国文研：研究資源公開にあたっての《考え方》

①だれでも自由に 無料で・登録なしで
一部の特権的な存在しかみることができない
…学問の衰退に繋がる 秘蔵・秘匿は死蔵！

②利用手続きの明確化（論文引用・出版）
可能な限り自由に利用へ

CCライセンス…作品を公開するものが「この条件を守れば自由に使って構わない。」とい
う意思表示をするツール。

所蔵機関への許諾申請なしに一定の条件下で自由に使える

クリエイティブコモンズ表示 今後表示機関増加へ



具体例

三越伊勢丹イベント

使いやすければ誰でも使ってくれる

婦人画報2018年1月号「かわいい琳派 ステンシル」



国文研：研究資源公開にあたっての《考え方》

③いつみても確認可能 リンク切れなし
結果の安定性：研究データとしてDOI付与

Digital Object Identifier＝DOI 研究データ保有機関のみ可能
⇒そうでなければ研究基盤とは言えない！ 論文などへ引用推進・人文科学を「検証可能」に

岩波文庫
「源氏物語」

④ストレスフリーなビューワ
画像共有の新標準IIIF

世界中のどこのデジタルアーカイブでも、自分に適したビューワで表示可能

現状：CC表示と
一対で進める予定



manifest fileを活用することでIIIF対応の画像を読み込める
海外の図書館等の資料も表示可能

世界からも検索（繋がるデータベースへ）

海外の大学等からの強い要望を実現！
連携



http://codh.rois.ac.jp/

３つのオープンデータセット
（CODHとの連携）

研究者のためのオープン：
日本古典籍データ3300点

機械のためのオープン：
日本古典籍くずし字データ

年度末には70万字形公開

市民のためのオープン：
江戸料理レシピデータ

古典の利活用を仕掛けていく
オープンデータという形での資料公開



オープン・ビッグでうまれる新たな研究手法

版・刷の分析：本文異同の半自動判定

キュレーションによる
「顔貌コレクション」

こうした研究手法を創造する上でオープン化が重要

デジタル人文学
一例 フランコ・モレッティ

細部ではなく作品全体、さらには特定
の作品群を俯瞰する遠読（ディスタント
・リーディング）を提唱



【研究成果】 【社会貢献活動】 シチズンサイエンスへ

国際学会誌「スペースウエザー」
に論文が採択！

2017年4月12日
朝日新聞夕刊10面

市民参加型文理融合ワークショップ開催

異分野融合研究 国立極地研究所との共同研究

（古典籍を）読める人文研究者×読めない理系研究者等 とのコラボ
多様な古典籍 データとして使わない手はない！

2017年9月24日
NHKニュース

典籍防災学
の醸成へ

ツール「くずし字、いろいろ」
くずし字データ活用：10万アクセス



典籍から復元 江戸料理へのまなざし CODHほかとの共同

古典籍が身近な存在へ
社会と繋がる古典籍へ

江戸料理データセット
クックパッドとのコラボ

味の素食の文化センター
食関係画像300点公開 三越伊勢丹とのコラボ

［料理復元販売］
2017年9月20日～2週間

国際子ども図書館で
中高生向け江戸料理本講座



日本文学分野における今後の課題
・テキスト化の問題 （機械可読）
・ＯＣＲ化が進んだ欧米・中国との研究方法の違い
・画像データの保管維持 TIFFの保管
・誰が撮影するのか ただし

思いもかけない書物へのアプローチが、可能となった

むしろ研究論文のデジタル化の問題
学協会では積極的にデジタル化が進んでいる
・日本文学（人文学）では、近年の論文だけではなく古い
論文にも価値がある（だれが遡及してデジタル化するのか）
・論文中の引用画像が証拠であるのに、デジタル化に伴
うマスキングの問題
・近年のデジタル化（J-STAGE）による各図書館での
雑誌廃棄の問題



日本文学分野における今後の課題
・海外との古典籍NWをいかに進展させるか
・多言語化 ローマ字化 単語の切れ目


